＜ケア関係＞の形成についての相互行為分析－「重度身体障害者」対象の生活介護事業所でのビデオ映像データに基づいて－ by 小坂 啓史
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【対象施設】生活介護事業所 A 施設（特定非営利活動法人 E）
【機　　材】HD ビデオカメラ 3 台，ミーティングレコーダー 2 台，ボイスレコーダー 2 台
【撮 影 者】小坂啓史（日本福祉大学），堀田裕子（愛知学泉大学）
【被撮影者】A 施設利用者，職員（看護師を含む介助者），研究者（撮影者）
【調査日時】 2014 年 8 月 8 日（金）9：30 ～ 13：30，8 月 29 日（金）9：20 ～ 13：30，9 月 8
日（月）9：20 ～ 13：30，9 月 29 日 13：30 ～ 16：00（月），10 月 6 日（月）13：
30 ～ 16：00，10 月 20 日（月）12：30 ～ 16：00，11 月 10 日（月）12：30 ～ 16：
00 の計 7 日（うち，分析に用いたのは 8 月 29 日（金）データ）
　調査対象施設である A 施設は，そもそも重度心身障害児の保護者（とくに母親）の方々を中
心として結成され，福祉レクリエーションを中心に毎月 2 回活動を行ってきた任意団体 B を前
身としている．この B 団体はのちに特定非営利活動（NPO）法人 C となり，2012 年 4 月に開所
した地域活動支援センター D 施設を拠点として，デイサービス事業を行ってきた．利用者の多
くが B 団体に所属していた重度心身障害児・者であったが，この D 施設では開所と同時に福祉
専門職員，看護師が職員として加わっている．その後 D 施設は，運営母体が同市内の NPO 法人
































※Mr はミーティングレコーダー，Vr はボイスレコーダー，Vc はビデオカメラを示す．
※Vc1 は基本的に定点カメラであるが，当日の利用者，職員の動きに合わせて移動．


















　では H と K による一連の動作についてみていく．まず K は，「飲みますよ，はい」と告げて
コップにスプーンを入れ，とろみ剤が入った乳酸菌飲料をすくう．H はその様子に視線を向け，
多少受け口気味に口をあける動作をする．K は「しっかり飲んでね，はい」と声をかけつつ，
スプーンを H の口にやや下向きにさし入れるが，その直後 H は顔を少し左に向けて口を閉じる．
K はスプーンを斜め上方向に引き出し，すかさず口から若干こぼれ出た分をすくいとる．
　以上の H と K による動作は，表 1 のようにまとめて示すことができる．各動作の開始時間，




動　作　内　容 動作者 開始時間 終了時間 画像
１．声をかける（「飲みますよ、はい」） K 10：39 10：40 ①
２．飲料をコップからすくう K 10：40 10：41
３．視線を向け口をあける H 10：41 10：41 ②
４．声をかける（「しっかり飲んでね、はい」） K 10：41 10：42
５．スプーンを口に入れる K 10：41 10：41 ③
６．顔を左に向け口を閉じる H 10：41 10：42 ④
７．スプーンを引き出す K 10：42 10：42
８．口をかたくとざす H 10：42 10：42
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の関係にあり，第一部分は第二部分で生じることを準備し，第













　表 1 における H と K のやりとりにおいては，まず K が声をかけて飲料をコップからすくう動
作（動作内容 1 および 2，画像①）をし，それに対して，H は視線を向け口をあける（動作内容
3，画像②）．このような連鎖関係は，まさに会話分析における隣接ペアに相当すると考えられる











に伴う動作，H の動作がなされており，一見すると先の 1，2，3 の連鎖と似通っているように

































　まず K は「前向いて，前」と声をかけながら，スプーンをまた H の口に近づけていく．H は
口を若干あけたまま，そしてやや表情をこわばらせながら正面を向きはじめる．K はスプーン
を近づけるが，つぼ部分を差し入れるには H の口の開きがやや狭いため，口先で一瞬止める．














が，そのセリフが終わらないうちに H は表情をもとに戻す．それを見た K は一瞬スプーンを H
の顔の側に近づけ，「そうそうそう」と声をかけるが，この言葉が終わらないうちに H は口をあ
け，飲料を受け入れようとする．K はスプーンでコップから飲料をすくい，H の口に入れる．
　やや長いシークエンスであるが，以上の H と K，そして M による動作は，表 2 のようにまと
めて示すことができる．各動作の開始時間，終了時間は，録画開始時刻である 9 時 43 分 12 秒か
表 2　水分補給ケアのにおける動作の連鎖構造（2）
動　作　内　容 動作者 開始時間 終了時間 画像
10．声をかける（「前向いて，前」） K 10：46 10：47
11．表情をこわばらせ正面を向く H 10：48 10：48 ⑤
12．スプーンを口に近づけ、一瞬止める K 10：48 10：48
13．スプーンを口につける K 10：49 10：49 ⑥
14．口を少し広げる H 10：49 10：49
15．スプーンを口に素早く入れる K 10：49 10：50
16．口を閉ざす H 10：50 10：50
17．スプーンを引き出して口元で静止 K 10：50 10：51 ⑦
18．飲料が若干口からこぼれる H 10：51 10：51
19．飲料をすくい上げる K 10：51 10：51
20．口をあける H 10：51 10：51
21．口にスプーンを入れる K 10：51 10：52
22．口元でスプーンを待機させる K 10：52 10：56
23．左右の腕を広げる H 10：54 11：01 ⑧
24．声を発する（「ん，ん」） H 10：55 10：55
25．H を見つめる K 10：55 10：56
26．声をかけ笑う（「なんでそう手を広げてるの，
H さん」）
K 10：56 10：58 ⑨
27．口を開け笑顔になる H 10：58 11：04 ⑩
28．声をかける（「どっか飛んでいくの」） M 10：59 11：01
29．顔を M のほうに向け笑顔になる H 11：01 11：04 ⑪
30．声をかける（「出てくるよ、笑ったら」） K 11：04 11：05
31．表情をもとに戻す H 11：05 11：05 ⑫
32．スプーンを口元に近づける K 11：05 11：06
33．声をかける（「そうそうそう」） K 11：06 11：06
34．口をあける H 11：06 11：06
35．スプーンで飲料をすくう K 11：06 11：07






を向き，飲料を受け入れる状態にしている（動作内容 11，画像⑤）．その後 K がスプーンを近
づけつつも一瞬待機し，その後口にスプーンをつける（動作内容 12，13，画像⑥）ことで，やっ
と口を広げている（動作内容 14）．H の緊張が持続していると考えられるが，このことは K は





















K は手を広げている H の動作そのものを会話に取り上げ，「観客」として笑ってみせる（動作内
容 26，画像⑨）．H は笑顔をみせることによって，この状況の意味づけの変更を理解しつつ，先
のサーサスによる隣接ペアの例示にもあったように，その「申し出」を「受諾」する（動作内容
27，画像⑩）．さらにこの移行には，第三者であった M も加わる（動作内容 28）ことになり，




完了へと向かわないことになるためである．表 2 をみると，H が M に笑顔を向けた後すぐに，
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